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2018 年度 地域交流研究センター活動報告
はじめに
　白梅学園大学・白梅学園短期大学地域交流研究
センターが2009年にスタートし、昨年度でちょう
ど10年になる。2014年に補助金から自立して５年
である。２年前より全ての教員が研究員というこ
とで地域とのつながりを持つようになり、各種講
座をはじめとして顔の見える関係づくりが進んで
きた。
　そしてこの１年は、地域交流研究センターと白
梅学園大学教育・福祉研究センターが、白梅学園
大学・白梅学園短期大学子ども学研究所に統合さ
れることと並行して進められてきた。慌ただしい
１年でもあったが、文部科学省に７月提出したブ
ランディング事業申請も行ってきた。結果的にブ
ランディングでは採択されなかったが、検討して
きたことを実践化することも求められた１年でも
あった。
１．１年間の経過
（１）委員会等
　地域交流研究センターに係る委員会としては、
①センター運営委員会、②研究員会議、③および
外部の運営委員が参加する地域連絡会議がある。
　①については８月を除いてほぼ毎月開催し、予
算や決算、公開講座の企画等を進めてきた。昨年
度は子ども学研究所の立ち上げがあったので、会
議の議題も多く時間も必要であった。②について
は予決算や活動計画について議論を行った。③に
ついては、７月、３月に開催してプロジェクトの
企画や予算、そして講座の内容について意見を出
していただいた。
（２）地域関連会議等
　地域関連会議としては、小平市大学連携事業関
係として「まちでたのしむ」（５月）、「連携協議会」
（７月、12月、３月）等がある。また小平市国際
交流協会に白梅学園大学として評議員を選出し、
小平国際交流フェスティバルへの参加を含めて年
に４回程参加している。大学生と地域が出会うこ
とを主旨としてスタートした「こだいら NPO ボ
ランティアセミナー」は15回目となったが、９月
には成果発表会を行っている。なお一昨年度より
小平市公共交通課が主催してスタートした「小平
南西部地域コミュニティタクシーを考える会」に
は昨年度も参加してきている。
（３）各種講座について
　昨年度より教育・福祉研究センターから地域交
流研究センターの業務として移ってきた各種講座
は、前年度のうちに企画を決定し、年度のはじめ
には宣伝がスタートできるということを目ざし
た。
　「白梅子ども学講座」では白梅のヒューマニズ
ムをテーマに３回の講演会を行い、24回目を迎え
た「白梅保育セミナー」では保育指針や幼稚園教
育要領の改訂に伴って出されてきた「10の姿」に
ついて分析を試みた。
　宣伝の時期を２回に分けて取組み、それぞれの
講座の内容や参加者数についてここでは触れない
が、大学の発信として成果をあげることができた
のではないか。
（４）全体として
　2018年度は地域交流研究センターにとっては激
動の１年であった。2016年度に３つのプロジェク
トの中に、小平市との連携事業、学生の子育て広
場、そして教員有志が取り組んでいる小平西地区
地域ネットワークがセンターの管轄となり、運営
委員会での検討事項が増えてきた。それに加えて
2017年度は、教育・福祉研究センターが行ってい
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た各種の講座が地域交流研究センターに移管され
るということになり、昨年度はその２年目となっ
た。
２．１年間の成果
　新たな体制でスタートして２年目、ブランディ
ング事業の申請に伴って小平市との連携が重要に
なり、これまでの個人的な連携から大学として対
応する必要性に迫られた。小平市大学連携協議会
の議論を踏まえて、2019年２月に小平市と白梅学
園大学及び白梅学園短期大学が包括連携協定を結
んだ。その具体的な窓口として地域交流研究セン
ターがあたり、子ども学研究所に引き継いでいく
ことになった。
　前年度は地域交流研究センターとして運営を定
期的に確認する場としての運営委員会であった
が、2018年度は子ども学研究所を中心とした組織
作りの中で、実質的に地域との連携を進めること
になったという点では大きな成果である。
　2018年度の取り組みとして小平市の小学生や中
学生へのアンケート調査を踏まえて子ども白書の
作成と子どもサミットへの取り組みを準備するこ
とになり、小平市教育委員会の協力を得てすすめ
ることができ、具体的な連携に展開しているとい
う成果もある。
３．次年度への課題
　４月から子ども学研究所が研究や地域交流など
を進める母体となり、地域交流には研究所の中の
地域連携事業担当として任されることになった。
担当事業として以下の５つが挙げられている。
①地域活動全般の推進
②研究所を中心とした特定の地域課題を対象にし
た活動の推進
③地域課題解決型活動プロジェクトの募集及び助
成の推進
④外部組織からの委託調査研究活動
⑤自治体及び産業界などとの連携
　それを踏まえて以下の課題をあげておきたい。
　第一に新しい体制になって、所員総会や運営会
議において研究所全体での論議ができるように
なった反面、運営会議などでの議論が地域のこと
に特化できないという問題もある。運営会議にお
いて地域のことを常に視野に入れた提案などを位
置付ける必要がある。
　第二として②にかかわって、地域活動でどのよ
うなものに取り組んでいくのかの選択が必要であ
る。現在「小平西地区地域ネットワーク」や「子
育て広場」などへの取り組みを位置付けているが、
小平市全体でのかかわりや近隣自治体との関係な
ども視野に入れていく必要がある。2019年度はそ
うした取り組みの見極めが求められる。
　第三として、現在は小平市東部の「子育てカフェ
のぼりぼう」や「あそびごころプロジェクト」な
どを位置付けて助成しているが、こうした取り組
み以外にも募集を通して地域課題解決型活動のプ
ロジェクトを支援していく必要がある。
　第四として、現在行政の子ども白書づくりや子
どもサミットをめぐって、小平市からの依頼を受
けて調査を実施しているが、こうした取り組みを
広げるとともに研究の一環として進めていくこと
が求められる。
　第五として、⑤にかかわって、小平市と包括連
携協定を結んだことを踏まえて、具体的に何が可
能なのか協議を進めることが必要である。またそ
の他の自治体との協定や小平市の周辺にある産業
界との連携、あるいは社会福祉協議会、医師会、
歯科医師会、薬剤師会等との連携についても研究
する必要がある。
　なお昨年度まで地域交流研究センターとして取
り組んできた各種講座が、2019年度より子ども学
研究所の研究成果発信事業の担当となった。この
２年間取り組んできたことを引き継いでいかなけ
ればならない。
おわりに－１年間を振り返って
　はじめにでも触れたように、この１年も動きの
激しい場であったが、これからは子ども学研究所
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の地域連携事業担当として、少し腰を据えて地域
のことを考えなければならない。課題は山積して
おり、しかも研究と地域貢献をつなげていくとい
うのはたいへんなことである。
　この２年間、「地域交流研究センター報告書」
を作成した。10年の活動の最後の２年であるが、
その中には地域とのつながりが大きく広がってい
ることが記されている。保育、教育、福祉を基軸
に置いている白梅学園大学及び白梅学園短期大学
として、地域との関係は重要な位置を占めている。
ただしそこには研究という視点が常に求められ
る。
　この10年間の地域交流研究センターの存在と、
とりわけこの２年間の全員研究員化を踏まえた組
織づくり、それを支える企画調整室の体制などは、
これからの学園と地域の協力的な発展に大きな力
を与えてくれるであろう。それを祈念してまとめ
にしたい。
瀧口　優（保育科）
（2018年度地域交流研究センター長）
報
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